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環境教育として、毎年「生きもの教室」を年間４回（春・夏・秋・冬）開催して

います。有馬富士自然学習センターから、生物について専門的な知識を持っておら

れる先生をお招きし、低・中学年の児童が、学校や母子の里山を散策し、植物や昆

虫・魚など、様々な生きものの観察や採集を行っています。 

 

【令和７年度の生きもの教室の様子】 

 

                       

秋の生きもの教室（１０月２２日） 

「学校近くの植物や生きものの観察」 

網を持って学校周辺を歩き、虫を捕まえま

した。また途中に咲いていた草花や木の実も

たくさん採集しました。捕まえた虫や採集し

た植物を拡大ルーペや顕微鏡を使って観察

し、観察記録を書きました。３回目の観察な

ので、観察記録もずいぶん詳しくなりました。 

生きもの教室 ～春・夏・秋・冬～ 

春の生きもの教室（５月１４日） 
「学校の周辺にいる生きものの観察」 

 網を持って学校周辺を散策しました。

チョウやトンボなどの生きものを捕まえ

たり、草花を採集したりした後、観察しま

した。更にスケッチをして細かい部分ま

で研究しました。有馬富士自然学習セン

ターの先生から、生きものについて興味

深いお話を聞くことができました。  

 
 
 
 
 
 
 

冬の生き物教室 （１月２８日） 

「野鳥や冬芽の観察」 

 一面雪景色の中での生きもの教室となりまし

た。今回は、双眼鏡での野鳥観察と冬芽の観察を

中心に行いました。ほとんど生き物には出会い

ませんでしたが、雪道にウサギやシカの足あと

を見つけたり、新しい葉を出す準備をしている

冬芽をたくさん見つけたりして、寒さの中でも

たくましく生きる生き物たちの息吹を感じるこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

 

年４回の生きもの教室は、子どもたちにとって季節によってさまざまな表情を見せる母子の

自然や、その中で命を育む生き物に対して、より一層興味や関心を持つ機会となっています。 

 

 

 

夏の生きもの教室（７月２日） 
「川の中や川辺にいる生きものの観察」 

 網を持って青野川周辺を散策しました。

アカハライモリ、ヤゴ、ドンコなどの生きも

のを捕まえて観察しました。更にスケッチ

をして細かい部分まで研究しました。春の

時よりもさらに細かい部分まで観察しまし

た。捕まえた生きものを大型テレビに映し

出し、有馬富士自然学習センターの先生か

ら、体の各部分の特徴や役目について詳し

くお話を聞くことができました。 


